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会社紹介

【提供サービス】
株式会社ディーシェ （英文名称：disce inc.）

設立：2018年2月1日

所在地：〒101-0054
東京都千代田区神田錦町1-7-3 錦町1丁目ビル 3階

代表者：栗原 良太

サービス：人材育成に関して、ラーニングテクノロジーの
ソリューションを活用する支援をしています。



自己紹介

（※）ATD とは・・・
Association for Talent Development の略称で、1943年に設立された
教育研修・能力開発・パフォーマンス向上に関する専門団体です。
約120カ国以上の国々に会員を持ち、世界中の企業、政治等の組織に
おける職場学習と、社員と経営者の生産性向上を支援することを目的
に世界で広く活動しています。
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変化に対応する人材育成の形



VUCA時代の人材育成

• VUCAとは

•Volatility, Uncertainty, Complexity, and Ambiguity

変化が激しく
先が読めない

変動性

不確実性

複雑性

曖昧性



50% S＆P 500の企業のうち半分は
今後10年間で交代する





これからは・・・



Sciety5.0

内閣府ホームページ Society5.0より引用



Society5.0の世界

内閣府ホームページ Society5.0より引用



VUCAの時代

So
ci
et
y3
.0 工業社会

• 自動化

• 高度成長

• 大量生産

So
ci
et
y4
.0 情報社会

• コンピュータ

• インターネッ

ト

• クラウド

• モバイル

So
ci
et
y5
.0 超スマート

社会

• AI

• IOT

• ビッグデータ

第四次産業革命
人生100年時代構想

1900年～ 2000年～ 2030年?～
VUCA時代



これからの人材育成に必要なもの

経済産業省 産業人材政策室
「人生100年時代の社会人基礎力」 と「リカレント教育」についてから引用



人生100年時代に必要なもの

経済産業省 産業人材政策室
「人生100年時代の社会人基礎力」 と「リカレント教育」についてから引用



研修は変化しなくても良いのか？



Jacob Morgan
基調講演者,ベストセラー筆者,
未来学者. Future of Work 
Community共同設立者

From 
“Future of Work”
by Jacob Morgan

未来のハイパフォーマーは、ナレッジワーカーではなく
ラーニングワーカーである

「働くことは学ぶことであり、
学ぶことは働くことである。」

ナレッジワーカーからラーニングワーカーへ
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• 低生産性、イノベーションの不振の原因は学びにある

• マネージャは、教育に深く関わるべきである

• 20世紀と21世紀のマネジメントスタイル変化

２０世紀の産業経済 ２１世紀の知識経済

命令と管理
コラボレーションと
コミュニケーション

知識を持つことがパワー 知識の共有がパワー

サイロ化された組織、秘密主義 オープンな組織、透明性

働く場所 学ぶ場所

技術へのアクセス限定的 技術へ無限のアクセス

学びはPUSH型 学びはPULL型

ATD2018
W113 - Learning to Manage and Managing to Learn in the Knowledge Economy①
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• ラーニングモデル変化
人々は、HRDがトレーニングを
与えるまで待てない

Corporation
Push

Learning

Business
Unit

Business
Unit

Business
Unit

Corporation

Pull Learning

Business
Unit

Business
Unit

Business
Unit

Push
Learning

Push
Learning

・Learner Centric
自分に何が必要か知って自ら求めて学ぶ

・Learners collaborate
内容、ソースを共有し互いに学び合う

すべてパフォーマンスにつながる

ATD2018
W113 - Learning to Manage and Managing to Learn in the Knowledge Economy②
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人の学び方の分類

LMS
ILT
eラーニング

自己学習
セルフラーニング

P2Pラーニング
チームラーニング
ソーシャルラーニング



これからの人材育成の形

• 学び続ける

• PULLの学び

• 業務に直結

• 必要なタイミングで頻繁に学ぶ（マイクロコンテンツ）

•互いに学ぶ

•マネージャーの関与（現場）
• パーソナライズ



これからのセッションで

• Peer to Peer ラーニングに取り組む時のポイント

• インフォーマルへのチャレンジ例


